
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T3015 

令和 5年度 工業科 

 

教科 工業 科目 工業情報数理 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「工業情報数理」 （実教出版） 

副教材等 無し 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 

・コンピュータは人間と比較してどれぐらい高速に処理できるかなどを具体例を示して理解させること

に留意する。 

 

・情報の発展による現代社会でのコンピュータの基本的な構成やプログラム言語を学習し、ワークショ

ップや演習等を通して考えさせる。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

 

１．社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解する。 

２．情報技術に関する知識と技術を習得する。 

３．工業の各分野において情報及び情報手段を主体的に活用する能力と態度を身につける。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

 

・情報技術に関する基礎的

な知識と技術を理解し、情

報技術を利用した情報の収

集・処理・活用のために必

要な技能を身につけてい

る。  

 

・諸問題の解決をめざしてみ

ずから思考を深め、問題解決

方法を適切に判断する能力を

身につけており、情報技術を

活用して情報を処理・表現す

ることができる。 

 

・情報技術に関する基礎的な

知識と技術に関心をもち、そ

の習得に向けて意欲的に取り

組むとともに、実際に活用し

ようとする創造的・実践的な

態度を身につけている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前 

期 

第 

１ 

章 

産
業
社
会
と
情
報
技
術 

 

１節  

コンピュータの

構成と特徴 

 

２節  

情報化の進展と

産業社会 

 

３節  

情報化社会の

権利とモラル 

 

４節  

情報のセキュリ

ティ管理 

a: コンピュータの構成要

素をハードウェアとソフ

トウェアに区別でき、 

守るべきモラルについ

て、情報技術を利用して

法的な根拠について理解

している。 

 

b:情報技術の進展にともな

い産業社会に及ぼす影響

や情報化社会で守るべき

モラルについて具体的に

考え、たがいの意見を述

べたり発表したりでき

る。 

 

c:コンピュータがどのよう

な特徴をもち、どのよう

に利用されているかなど

について関心をもち、意

欲的に学習に取り組み、

学習態度は真剣である。 

 

確認テスト 

 

 

 

 

 

 

 

提出プリント 

 

 

 

 

 

 

 

提出プリント 

 

観察 

第 

２ 

章   

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
本
操
作
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア 

 

１節  

コンピュータの

基本操作 

 

２節  

ソフトウェアの基

礎 

 

３節  

アプリケーション

ソフトウェア 

 

a: 情報の種類によって適

切なアプリケーションソ

フトウェアを選択して使

いこなす技能を習得して

いる。 

 

b: 各種のアプリケーショ

ンソフトウェアを活用し

て情報を処理し、必要な

形式で出力できる。 

 

c: 日本語ワードプロセッ

サ、表計算ソフトウェア、

などに関心をもち、意欲

的に学習に取り組もうと

する。 

 

 

定期考査 

 

確認テスト 

 

 

 

 

 

定期考査 

 

 

 

提出プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出プリント 

 

観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

前 

期 

前 

期 

第
３
章 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎 

 

１節 プログラム

言語 

 

２節 プログラム

のつくり方 

 

３節 流れ図と

アルゴリズム 

 

 

a: 基本的なアルゴリズム

を組み合わせて応用的な

アルゴリズムを作成する

知識を身につけている。 

 

b: 最適なプログラムを記

述するために必要なアル

ゴリズムを考えて流れ図

として表現できる。 

 

c: 用途に応じたプログラ

ム言語の違いや、プログ

ラムのつくり方に関心を

もち、意欲的に学習に取

り組み、学習態度は真剣

である。 

 

 

確認テスト 

 

 

 

 

 

 

 

提出プリント 

 

 

 

 

 

 

 

提出プリント 

 

観察 

第
４
章 

B
A

SIC

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

 

１節 BASIC の

特徴 

２節 四則計算

のプログラム 

３節 文字デー

タの取り扱い 

４節 データの

読取り 

５節 選択処理 

６節 繰返し処

理 

７節 配列処理 

８節 外部関数 

９節 グラフィッ

クス 

 

a: BASIC プログラムの作

成手順を理解し、簡単な

プログラム作成のための

技能を身につけている。 

 

b: 問題を解決するための

アルゴリズムを理解し、

みずからプログラムを作

成し、他人が利用できる

ソフトウェアのプログラ

ムを記述できる。 

・他人が理解できるわかり

やすい最適化されたプロ

グラムを記述できる。 

 

c: プログラムの作成手順

に関心をもち、意欲的に

学習に取り組もうとす

る。 

 

 

確認テスト 

 

 

 

 

 

 

 

提出プリント 

 

 

 

 

 

 

 

提出プリント 

 

観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

前 

期 

第
５
章 

C

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

 

１節 C の特徴 

 

２節 四則計算

のプログラム 

 

３節 選択処理 

 

４節 繰返し処理 

 

５節 配列 

 

６節 関数 

 

７節 C による数

理処理 

 

a: 選択処理プログラムや

繰返し処理プログラムを

作成する技能を習得して

いる。 

・一次元配列を利用して、

いくつかの整数データの

合計を求めるプログラム

を作成する技能を習得し

ている。 

 

b: 問題を解決するための

アルゴリズムを理解し、

みずからプログラムを作

成し、他人が利用できる

ソフトウェアのプログラ

ムを記述できる。 

 

c: プログラムの書式、デー

タ型、演算子などに関心

をもち、選択処理、繰返

し処理を行う制御文や配

列、関数などについて意

欲的に学習に取り組み、

学習態度は真剣である。 

 

 

定期考査 

 

確認テスト 

 

 

 

 

 

定期考査 

 

 

 

提出プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出プリント 

 

観察 

後 

期 

第
６
章 

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア 

 

１節 データの

表し方 

 

２節 論理回路

の基礎 

 

３節 処理装置

の構成と動作 

 

a: コンピュータに周辺装置

について理解し，適切に接

続する技能を習得してい

る。 

 

b: ハードウェアの役割と

しくみを理解し、説明で

きる。 

 

c: 処理装置と周辺装置に

関心があり、意欲的に学

習に取り組み、学習態度

は真剣である。 

 

 

確認テスト 

 

 

 

 

 

 

 

提出プリント 

 

 

 

 

 

 

 

提出プリント 

 

観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

後 

期 

第
７
章 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 

１節 コンピュー

タネットワークの

概要 

 

２節 コンピュー

タネットワークの

通信技術 

 

a: コンピュータネットワーク

で使用するプロトコルについ

て理解し、簡単な設定や操作

などの技能を習得している。 

・停電対策や雷対策について理解

している。 

 

b: コンピュータ実習室のネッ

トワークに使用されている機

器やネットワークの構成につ

いて説明できる。 

 

c: 家庭のインターネット接続

やコンピュータ実習室のネッ

トワークに関心がある。 

 

 

定期考査 

 

確認テスト 

 

 

 

 

 

定期考査 

 

 

 

提出プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出プリント 

 

観察 

第
８
章 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御 

 

１節 コンピュー

タ制御の概要 

 

２節 制御プログ

ラミング 

 

３節 組込み技

術 

 

a: コンピュータ制御の概要に

ついて理解している。 

b: 身のまわりの機器がコンピ

ュータ制御されていることを

知り、どのような制御を行って

いるか説明できる。 

 

c: コンピュータ制御につい

て関心があり、上記の事項に

ついて意欲的に学習に取り

組み、学習態度は真剣であ

る。 

 

確認テスト 

 

 

 

 

 

 

 

提出プリント 

 

 

 

 

 

 

 

提出プリント 

 

観察 

第
９
章 

情
報
技
術
の
活
用
と
問
題
の
発
見
・解
決 

 

１節 マルチメデ

ィア 

 

２節 プレゼンテ

ーション 

 

３節 文書の電

子化 

 

４節 問題の発

見・解決 

 

 

a: 情報収集のための機器の操

作に関する技能を習得してい

る。 

b: 適切な情報収集方法を選

択して提案できる。 

 

c: 情報を整理しって他人に

発表したり、文書でまとめた

りする意欲があり、積極的に

取り組み、学習態度は真剣で

ある。 

 

確認テスト 

 

 

 

 

 

 

 

提出プリント 

 

 

 

 

 

 

 

提出プリント 

 

観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

後 

期 

第1
0

章 

数
理
処
理 

 

１節 単位と数理

処理 

 

２節 実験と数理

処理 

 

３節 モデル化と

シミュレーション 

 

a: 実際の実験データを用意し，

グラフ化する方法を理解し，

実際にあるデータから特徴を

読み取る技能を習得してい

る。 

 

b: 実験データをグラフによ

って可視化し，データの特徴

を見いだす方法を提案でき

る。 

 

c: 実験データをグラフによ

って可視化し，データの特

徴を見いだす方法について

関心があり，意欲的に学習

に取り組み、学習態度は真

剣である。 

 

定期考査 

 

確認テスト 

 

 

 

 

 

定期考査 

 

 

 

提出プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出プリント 

 

観察 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


